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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　本体部と、
　当該本体部の一側面の中心から上方へ偏心した位置を回動軸として、前記本体部に対し
て回動可能に取り付けられている撮像部と
　を具備する撮像装置であり、
　前記撮像部は、前記本体部を正立させた状態で撮影レンズを上向きにしたときに撮像装
置全体が略直方体の形状になり、前記本体部を正立させた状態で前記撮影レンズを下向き
にしたときに前記本体部の設置面との間に小型の被写体を挿入可能な程度の間隙が形成さ
れるように、前記本体部に取り付けられている
　ことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記撮像部は、当該撮像部をその光軸方向に移動可能な位置調整機構を介して前記本体
部に回動可能に取り付けられている
　ことを特徴とする請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記撮像部の回動位置を検出する検出手段と、
　前記本体部を正立させた状態で前記撮影レンズが下向きになる回動位置が前記検出手段
によって検出されたときに、自動的に焦点調整を開始する制御手段と
　を更に具備したことを特徴とする請求項１または２記載の撮像装置。
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【請求項４】
　前記撮像部の回動位置を検出する検出手段と、
　被写体を照光する照光手段と、
　前記本体部を正立させた状態で前記撮影レンズが下向きになる回動位置が前記検出手段
によって検出されたときに、自動的に前記照光手段の光量を設定する設定手段と
　を更に具備したことを特徴とする請求項１または２記載の撮像装置。
【請求項５】
　被写体までの距離と現在のズーム倍率とに基づいて当該被写体の実寸寸法を算出する算
出手段と、
　前記撮像部を通じて得られる被写体の撮像画像をスルー画像として表示すると共に、前
記算出手段によって算出された被写体の実寸寸法を示す目盛を前記スルー画像上に重ねて
表示する表示手段と
　を更に具備したことを特徴とする請求項１から４の何れかに記載の撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばデジタルカメラなどの撮像装置に係り、特に装置本体に対して撮像部
が回動自在な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、デジタルカメラなどの撮像装置において、撮影レンズを有する撮像部が装置本体
に対して回動自在に取り付けられた所謂「可動式カメラ」と呼ばれるものが知られている
（例えば特許文献１，２参照）。
【０００３】
　この種の可動式カメラでは、通常の撮影時には、撮像部に設けられた撮影レンズを前方
の被写体に向けておき、装置本体の裏面に設置されたＬＣＤファインダで前記撮影レンズ
を通して得られる撮影画像（スルー画像）を確認しながら、静止画または動画の撮影を行
うことができる。また、撮影レンズを装置本体の裏面側つまり撮影者自身に向けることで
、ＬＣＤファインダで自分の画像を見ながら「自分撮り」と呼ばれる撮影を行うことがで
きる。
【０００４】
　また、収納時には、撮像部を装置本体と平行位置に回動させることで、機器全体を直方
体形状にしてコンパクトに収納することができる。
【特許文献１】特許第２７３４４５４号明細書
【特許文献２】特許第２８４８３７７号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した回動式カメラでは、撮像部を装置本体の前後に３６０度回動可能な構造のもの
が多い。しかし、通常、撮影者は装置本体を手で支えながら撮像部を動かして、撮影レン
ズを前方に向けて撮影するか、あるいは、装置本体の裏面側に向けて自分撮りを行うこと
が主であり、それ以外での向き、特に、撮影レンズを下方向に向けて積極的に撮影を行う
ようにしたものはない。
【０００６】
　そこで、本発明は、撮影レンズを下方向に向けて特殊な撮影を行うことのできる撮像装
置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の請求項１に係る撮像装置は、本体部と、当該本体部の一側面の中心から上方へ
偏心した位置を回動軸として、前記本体部に対して回動可能に取り付けられている撮像部
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とを具備する撮像装置であり、前記撮像部は、前記本体部を正立させた状態で撮影レンズ
を上向きにしたときに撮像装置全体が略直方体の形状になり、前記本体部を正立させた状
態で前記撮影レンズを下向きにしたときに前記本体部の設置面との間に小型の被写体を挿
入可能な程度の間隙が形成されるように、前記本体部に取り付けられていることを特徴と
する。
【０００９】
　また、本発明の請求項２は、前記請求項１記載の撮像装置において、前記撮像部は、当
該撮像部をその光軸方向に移動可能な位置調整機構を介して前記本体部に回動可能に取り
付けられていることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の請求項３は、前記請求項１または２記載の撮像装置において、前記撮像
部の回動位置を検出する検出手段と、前記本体部を正立させた状態で前記撮影レンズが下
向きになる回動位置が前記検出手段によって検出されたときに、自動的に焦点調整を開始
する制御手段とを更に具備したことを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の請求項４は、前記請求項１または２記載の撮像装置において、前記撮像
部の回動位置を検出する検出手段と、被写体を照光する照光手段と、前記本体部を正立さ
せた状態で前記撮影レンズが下向きになる回動位置が前記検出手段によって検出されたと
きに、自動的に前記照光手段の光量を設定する設定手段とを更に具備したことを特徴とす
る。
【００１５】
　また、本発明の請求項５は、前記請求項１から４の何れかに記載の撮像装置において、
被写体までの距離と現在のズーム倍率とに基づいて当該被写体の実寸寸法を算出する算出
手段と、前記撮像部を通じて得られる被写体の撮像画像をスルー画像として表示すると共
に、前記算出手段によって算出された被写体の実寸寸法を示す目盛を前記スルー画像上に
重ねて表示する表示手段とを更に具備したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明の撮像装置によれば、撮像部を装置本体の前後方向に回動させて撮影レンズを下
向きにした場合に、撮影レンズと装置本体の設置面との間に所定の間隙が形成されるので
、装置本体をテーブルの上などに置いて撮影レンズを下方向に向ければ、顕微鏡のような
形態で、撮影レンズの下にある被写体に対する撮影を手ぶれなどの心配なしに誰でも簡単
に行うことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。
【００２７】
　（第１の実施形態）
　図１は本発明の第１の実施形態に係る撮像装置として回動式のデジタルカメラを例にし
た外観構成の一例を示す図であり、図１（ａ）は装置本体の上面図、同図（ｂ）は装置本
体の裏面図、同図（ｃ）は装置本体の正面図、同図（ｄ）は装置本体の底面図を示してお
り、それぞれに撮像部はレンズを上向きにした状態を示している。また、同図（ｅ）は撮
像部のレンズを下向きにした場合の装置本体の裏面図である。
【００２８】
　本実施形態におけるデジタルカメラ１０は、静止画／動画の撮影機能を備えると共に、
ＡＦ（自動焦点）機能、ＡＥ（自動露出）機能、望遠ズーム機能、広角マクロ撮影などを
備えており、さらに、後述するクレードルを介して充電器やパソコンにも接続できる構造
を有する。
【００２９】
　このデジタルカメラ１０は、主として制御系および操作系としての機能を備えた装置本
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体１１と、撮像系として機能を備えた撮像部１２とからなる。撮像部１２は、装置本体１
１に対して回動機構１３を介して装置本体１１の前後方向に３６０度回動自在に取り付け
られている。この場合、図１（ａ）～（ｄ）に示すように、この撮像部１２を上向きの状
態にすると、このカメラ機器全体が略直方体の形状になり、コンパクトに収納することが
できる。
【００３０】
　装置本体１１の上面１１ａには、図１（ａ）に示すように、電源のＯＮ／ＯＦＦ操作を
行うための電源キー１４、静止画の撮影タイミングを指示するためのシャッターキー１５
、このシャッターキー１５の周囲に配されてリングを回すことでズーム操作を行うズーム
操作レバー１６、操作音の出力や音声付き動画再生時の音声出力に用いられるスピーカ１
７などが設けられている。
【００３１】
　また、装置本体１１の裏面１１ｂには、図１（ｂ）に示すように、「撮影モード」、「
再生モード」、「設定モード」などの各種モードを切り替え操作するためのモードキー１
８が設けられている。また、フラッシュモードの切り替えを行うためのフラッシュキー１
８ａ、動画撮影の開始／終了のタイミングを指示するための動画撮影キー１９、各種メニ
ューの表示を指示するためのメニューキー２０、各種項目の選択、確定操作を行うための
上下左右の方向のカーソルキー２１、モニタの表示方式を切り替えるためのＤＩＳＰ（デ
ィスプレイ）キー２２、そして、所定サイズの画面を有する表示部２３などが設けられて
いる。
【００３２】
　前記表示部２３は、例えばバックライト付きのカラー液晶パネルで構成され、撮影時に
は電子ファインダとしてスルー画像のモニタ表示を行う一方で、再生時には再生対象とし
て選択された画像等を表示する。
【００３３】
　また、装置本体１１の前面１１ｃには、図１（ｃ）に示すように、音声付き動画再生時
の音声入力を行うためのマイクロフォン２４、装置本体１１を手で支えるときの取っ手と
して利用されるグリップ２５などが設けられている。
【００３４】
　また、装置本体１１の底面１１ｄには、図１（ｄ）に示すように、例えばリチウムイオ
ン電池などの二次電池が内蔵された電池パックを収納するための電池収納部２６、クレー
ドルやＰＣなどの外部機器を接続するための接続端子２７、三脚をセットするための三脚
穴２８などが設けられている。
【００３５】
　一方、撮像部１２は、図１（ａ）に示すように、回動機構１３によって装置本体１１の
前後方向に３６０度回動可能であり、その長手方向の一端面１２ａに複数の光学系レンズ
からなる撮影レンズ３１、その撮影レンズ３１の近傍に撮影時に発光するフラッシュ３２
などが設けられている。
【００３６】
　ここで、本実施形態において、撮像部１２は、回動機構１３を介して装置本体１１の一
側面の中心から撮影レンズ３１側に少し偏心した位置に設けられている。これにより、こ
の撮像部１２を収納時の直方体形状に戻す初期位置から１８０度反対側の特定の位置に回
動させて撮影レンズ３１を下向きにした場合に、図１（ｅ）に示すように、撮影レンズ３
１と装置本体１１の設置面との間に最大でｄ１（例えば１ｃｍ～６ｃｍ）のギャップ（間
隙）が形成されるようになっている。
【００３７】
　また、このように撮像部１２を特定の位置に回動させて撮影レンズ３１を下向きにする
と、「顕微鏡撮影モード」と呼ばれる特殊な撮影モードに自動的に切り替えられ、撮影レ
ンズ３１に含まれるフォーカスレンズが広角側に移動してマクロ撮影可能な状態に焦点が
自動調整されると共に、その際にシャッター速度や絞り、ホワイトバランス、フラッシュ
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発光量などの撮影条件が自動設定される。
【００３８】
　このような構成のデジタルカメラ１０では、装置本体１１をテーブルの上などに置いた
状態で撮影レンズ３１の下方向に向ければ、その撮影レンズ３１の下に例えば宝石類や時
計などの小物類、あるいは、植物や昆虫、微生物などの拡大観察したい被写体をセットし
て、あたかも顕微鏡を覗くような感覚で被写体をモニタ画面上で観察することができると
共に、高倍率に拡大した場合でも手ぶれなどの心配なく、常に安定した状態で被写体を簡
単に撮影することができる。
【００３９】
　図２乃至図４はこのデジタルカメラ１０の各撮影モード毎の撮像部１２の姿勢位置を示
す図である。
【００４０】
　図２は通常撮影モード時の撮像部１２の姿勢位置を示す図である。通常撮影モードでは
、撮像部１２の撮影レンズ３１を装置本体１１の前面１１ｃ側に向けた状態で、その前方
にある被写体を撮影することができる。図３は自分撮り撮影モード時の撮像部１２の姿勢
位置を示す図である。自分撮り撮影モードでは、撮像部１２の撮影レンズ３１を装置本体
１１の裏面１１ｂ側に向けた状態で、撮影者自身を被写体として撮影することができる。
また、図４は顕微鏡撮影モード時の撮像部１２の姿勢位置を示す図である。顕微鏡撮影モ
ードでは、撮像部１２の撮影レンズ３１を下方向に向けた状態で、撮影レンズ３１の下に
置かれた被写体を撮影することができる。
【００４１】
　なお、ここでは特に図示していないが、撮像部１２の撮影レンズ３１を上に向ければ、
望遠鏡撮影モードに切り替えられ、真上にある被写体（例えば星）を撮影することができ
る。
【００４２】
　次に、デジタルカメラ１０の回路構成について説明する。
【００４３】
　図５は第１の実施形態におけるデジタルカメラ１０の回路構成を示すブロック図である
。
【００４４】
　デジタルカメラ１０の装置本体１１には、マイクロコンピュータからなる制御部４１が
備えられている。制御部４１は、ＲＯＭなどからなるプログラムメモリ４１ａを有し、こ
のプログラムメモリ４１ａに予め記憶された撮影制御用のプログラムを読み込むことで各
種処理を実行する。
【００４５】
　この制御部４１には、シャッターキー１５、動画撮影キー１９、その他の操作入力部４
２が入力インタフェース４３を介して接続される。操作入力部４２としては、図１に示し
た電源キー１４、モードキー１８、フラッシュキー１８ａ、メニューキー２０、カーソル
キー２１、ＤＩＳＰキー２２などが含まれる。
【００４６】
　また、この装置本体１１には、ＶＲＡＭなどからなる表示メモリ４４と、この表示メモ
リ４４に記憶されたデータに従って表示部２３を駆動する表示駆動部４５が備えられると
共に、静止画／動画の信号処理を行う画像信号処理部４６と、例えばＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎ
ｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈ　ｃｏｄｉｎｇ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）やＭＰＥＧ（
Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）、ｍｏｔｉｏｎ－ＪＰＥＧ
などを用いた圧縮符号化／復号部４７などが備えられている。
【００４７】
　また、記録手段として、所定容量の画像メモリ４８が予め備えられていると共に、例え
ばフラッシュメモリカードなどの外部メモリ５０が外部メモリインタフェース４９を介し
て任意に装着される。
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【００４８】
　その他、電池収納部２６に収納された電池パック５２を電源として各部の動作に必要な
電圧を供給する電源制御部５１、接続端子２７に接続されたクレードルやＰＣなどの外部
機器とのインタフェース処理を行う外部Ｉ／Ｏインタフェース５３などが備えられている
。
【００４９】
　さらに、この装置本体１１には回動角度検出部５４が設けられている。回動角度検出部
５４は、回動機構１３によって装置本体１１の前後方向に回動可能な撮像部１２の姿勢位
置（回動角度）を電気的あるいは機械的に検出し、その検出信号を制御部４１に出力する
。
【００５０】
　一方、このデジタルカメラ１０の撮像部１２には、フォーカスレンズ６１ａ、ズームレ
ンズ６１ｂ，６１ｃを含む多数の光学系レンズからなる撮影レンズ３１と、この撮影レン
ズ３１の光軸上に配設される絞り機構６２、ハーフミラー６３、シャッタ６４、ＣＣＤ（
ｃｈａｒｇｅ　ｃｏｕｐｌｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ）などの撮像素子６５、そして、フォーカ
スレンズ６１ａ、ズームレンズ６１ｂ，６１ｃを所定の範囲内で移動させるレンズ駆動部
６６ａ，６６ｂ、ハーフミラー６３の反射経路に設置される測光・測距センサ６７などが
設けられている。
【００５１】
　また、撮像素子６５を通じて得られた画像信号を処理するためのＣＤＳ／ＡＧＣ回路６
８およびＡ／Ｄ回路６９、撮像素子６５を駆動するためのタイミング制御＆ドライバ７０
、さらにフラッシュ３２とそのフラッシュ３２を発光駆動するためのフラッシュ駆動部７
１などが設けられている。
【００５２】
　なお、この撮像部１２の回路構成については、一般的なデジタルカメラと同様であり、
図５に示した構成に限定されるものではない。
【００５３】
　次に、第１の実施形態の動作について説明する。
【００５４】
　なお、以下の各フローチャートで示される処理は、このデジタルカメラ１０の装置本体
１１に搭載されたマイクロコンピュータである制御部４１がＲＯＭ等に記憶されたプログ
ラムを読み込むことにより実行される。また、後述する他の実施形態の処理についても同
様であり、制御部４１がこれらの処理を実現するためのプログラムを読み込むことで実行
される。
【００５５】
　図６は第１の実施形態におけるデジタルカメラ１０の電源投入時の処理動作を示すフロ
ーチャートである。
【００５６】
　電源キー１４の押下操作により電源が投入されると、まず、制御部４１は、例えば表示
部２３にメインメニューを表示するなど、所定の初期設定処理を行った後、ユーザからの
入力操作を待つ（ステップＡ１１）。ここで、モードキー１８の操作により「撮影モード
」以外のモードが選択された場合には（ステップＡ１２のＮｏ）、制御部４１は、当該選
択モードに応じた通常の処理を行う。
【００５７】
　すなわち、例えば「再生モード」が選択された場合には（ステップＡ１３のＹｅｓ）、
制御部４１は、ユーザにより再生対象とした選択された撮影画像（静止画／動画）を画像
メモリ４８あるいは外部メモリ５０から読み出して表示部２３に表示するなどの再生処理
を実行する（ステップＡ１５）。
【００５８】
　また、「設定モード」が選択された場合には（ステップＡ１４のＹｅｓ）、制御部４１
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は、例えば日付の設定など、ユーザにより設定対象とした選択された項目に対応した設定
処理を実行する（ステップＡ１６）。これらの以外のモードが選択された場合には（ステ
ップＡ１４のＮｏ）、制御部４１は、その選択されたモードに応じた処理を実行する（ス
テップＡ１７）。
【００５９】
　一方、「撮影モード」が選択された場合には（ステップＡ１２のＹｅｓ）、制御部４１
は、例えば撮影レンズ３１を構成する各光学系レンズ６１ａ～６１ｃを初期位置に設定す
るなどの撮影モード用の初期設定処理を行った後（ステップＡ１８）、以下のような処理
を実行する。
【００６０】
　すなわち、撮影モードの設定に伴い、制御部４１は、撮影レンズ３１を有する撮像部１
２の姿勢位置を検出する（ステップＡ１９）。ここでは、撮像部１２の姿勢位置として、
「裏向き」、「下向き」、「前向き」、「上向き」の４つがある。
【００６１】
　「裏向き」とは、撮像部１２の撮影レンズ３１を装置本体１１の裏面１１ｂ側に向けた
状態であり（図３参照）、図１（ａ）～（ｃ）に示すように、撮影レンズ３１を真上に向
いた状態を初期位置とした場合に、そこから撮像部１２を装置本体１１の後方向に９０度
回動させた位置である。
【００６２】
　「下向き」とは、撮像部１２の撮影レンズ３１を装置本体１１の底面１１ｄ側に向けた
状態であり（図４参照）、前記初期位置から撮像部１２を装置本体１１の後方向（または
前方向）に１８０度回動させた位置である。
【００６３】
　「前向き」とは、撮像部１２の撮影レンズ３１を装置本体１１の前面１１ｃ側に向けた
状態であり（図２参照）、前記初期位置から撮像部１２を装置本体１１の前方向に９０度
回動させた位置である。
【００６４】
　「上向き」とは、撮像部１２の撮影レンズ３１を装置本体１１の上面１１ａ側に向けた
状態であり、撮像部１２を前記初期位置に戻した位置つまり０度の位置である。
【００６５】
　制御部４１は、図５に示す回動角度検出部５４によって検出される撮像部１２の回動角
度に基づいて、撮像部１２がどの姿勢位置にあるかを判断する。ここで、回動角度検出部
５４により撮像部１２が装置本体１１の後方向に９０度回動させた位置にあることが検出
されると、制御部４１は撮像部１２の姿勢位置が「裏向き」であると判断して（ステップ
Ａ２０のＹｅｓ）、自分撮り撮影処理を実行する（ステップＡ２１）。
【００６６】
　この自分撮り撮影処理では、撮像部１２を通じて得られる撮影者自身の撮影画像を上下
反転して表示部２３にスルー表示しながら、静止画撮影であれば、シャッターキー１５が
押下操作されたタイミングで得られた撮影画像を所定の方式で圧縮して静止画像として画
像メモリ４８または外部メモリ５０に記録する。また、動画撮影であれば、動画撮影キー
１９の押下により動画撮影を開始し、この動画撮影キー１９が再度押下されるまでの間、
撮像部１２を通じて連続的に得られる撮影画像を所定の方式で圧縮しながら動画像として
画像メモリ４８または外部メモリ５０に記録する。
【００６７】
　一方、回動角度検出部５４により撮像部１２が装置本体１１の後方向（または前方向）
に１８０度回動させた位置にあることが検出されると、制御部４１は撮像部１２の姿勢位
置が「下向き」であると判断して（ステップＡ２２のＹｅｓ）、顕微鏡撮影処理を実行す
る（ステップＡ２３）。
【００６８】
　この顕微鏡撮影処理では、撮影レンズ３１に含まれるフォーカスレンズ６１ａを広角側
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に移動させることで、図５に示すように、撮影レンズ３１の下にセットされた被写体３３
にピントを合わせるなどして撮影処理を行う。なお、この顕微鏡撮影処理については、後
に図７を参照して詳しく説明する。
【００６９】
　また、回動角度検出部５４により撮像部１２が装置本体１１の前方向に９０度回動させ
た位置にあることが検出されると、制御部４１は撮像部１２の姿勢位置が「前向き」であ
ると判断して（ステップＡ２４のＹｅｓ）、前方の被写体に対して通常の撮影処理を実行
する（ステップＡ２５）。この通常の撮影処理では、フォーカスレンズ６１ａを所定の基
準位置に設定し、前方の被写体にピントを合わせるなどして撮影処理を行う。
【００７０】
　また、回動角度検出部５４により撮像部１２が初期位置である０度の位置にあることが
検出されると、制御部４１は撮像部１２の姿勢位置が「上向き」であると判断して（ステ
ップＡ２４のＮｏ）、望遠撮影処理を実行する（ステップＡ２６）。この望遠撮影処理で
は、フォーカスレンズ６１ａを望遠側に移動させることで、撮影レンズ３１を真上にある
遠方の被写体（例えば星）にピントに合わせるなどして撮影処理を行う。
【００７１】
　なお、前記自分撮り撮影処理は、撮像部１２を装置本体１１の後方向に９０度に回動さ
せた位置だけでなく、多少の角度幅を持たせて、例えば装置本体１１の後方向に４５～１
３５度の範囲内にあれば裏面向きであるとして実行される。前記通常撮影処理についても
同様であり、撮像部１２を装置本体１１の前方向に９０度に回動させた位置だけでなく、
多少の角度幅を持たせて、例えば装置本体１１の前方向に４５～１３５度の範囲内にあれ
ば前向きであるとして実行される。
【００７２】
　続いて、前記ステップＡ２３で実行される顕微鏡撮影処理について、図７を用いて詳し
く説明する。
【００７３】
　図７は第１の実施形態におけるデジタルカメラ１０の顕微鏡撮影モード時の処理動作を
示すフローチャートであり、撮像部１２の撮影レンズ３１を下向きにしたときに実行され
る。
【００７４】
　すなわち、撮像部１２を特定の位置（初期位置から１８０度の位置）に回動させて撮影
レンズ３１を下向きにすると、撮像部１２は、顕微鏡撮影モードを設定する。
【００７５】
　この顕微鏡撮影モードでは、まず、撮影レンズ３１の下に置かれた被写体３３を所定の
倍率で拡大して表示するべく、制御部４１は、レンズ駆動部６６ｂを通じてズームレンズ
６１ｂ，６１ｃを移動させる（ステップＢ１１）。また、制御部４１は、撮像部１２に設
けられた測光・測距センサ６７を通じて被写体３３までの距離を測り（ステップＢ１２）
、その距離データに基づいてレンズ駆動部６６ａを通じてフォーカスレンズ６１ａを移動
させて被写体３３に焦点を合わせる（ステップＢ１３）。
【００７６】
　その後、制御部４１は、撮像部１２を通じて得られる被写体３３の撮影画像をスルー画
像として表示部２３に表示する（ステップＢ１４）。その際に、メニューキー２０の操作
などにより実寸目盛の表示が指定された場合には（ステップＢ１５のＹｅｓ）、制御部４
１は、前記測距処理により得られた被写体３３までの距離データと現在のズーム倍率とに
基づいて被写体３３の焦点面の実寸寸法を算出し（ステップＢ１６）、当該被写体３３の
スルー画像にその実寸寸法を示す目盛を重ねて表示する（ステップＢ１７）。
【００７７】
　図８はデジタルカメラ１０の顕微鏡撮影モードでの撮影シーンを示す図であり、デジタ
ルカメラ１０をテーブルの上などに置き、撮像部１２の撮影レンズ３１を下向きにして、
その撮影レンズ３１の下にセットされた被写体３３に対して撮影を行う場合の一例が示さ
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れている。
【００７８】
　図８に示すように、撮像部１２によって得られた被写体３３の撮影画像は、装置本体１
１に設けられた表示部２３の画面上にスルー表示される。この場合、被写体３３の撮影画
像が最大倍率で表示されるため、例えば花びらなどの小さなものを被写体３３としてセッ
トしておけば、顕微鏡で拡大表示している観察しているような感覚で被写体３３の撮影画
像を表示部２３の画面上で確認することができる。
【００７９】
　また、実寸目盛の表示が指定されていると、図９（ａ）に示すように、表示部２３の画
面上に実寸目盛８１ａ，８１ｂが表示され、被写体３３の実寸法を知ることができる。な
お、このような実寸目盛の表示とは別に、図９（ｂ）に示すように、被写体３３の中心を
示すスケール８３ａ，８３ｂや被写体３３の傾き角度を示すスケール８２などをスルー画
像に重畳して表示するようにしても良い。スケール８３ａ，８３ｂは、Ｘ軸とＹ軸の２本
の十字線からなり、その交点が中心を表している。スケール８２は、３６０度の分度器の
ような形状をなし、被写体３３がどのくらい傾いているのかを表す。
【００８０】
　図７に戻って、顕微鏡撮影モードにおいて、静止画の撮影を行う場合（ステップＢ１８
のＹｅｓ）、制御部４１は、まず、測光・測距センサ６７を通じて撮像素子６５に入射さ
れる光量を測光処理し、その測光処理によって得られた光量データに基づいてホワイトバ
ランス（ＷＢ）の調整処理などを行う（ステップＢ１９）。そして、シャッターキー１５
が押下操作されたタイミングで、制御部４１は、所定の撮影条件に従って撮像部１２の撮
影レンズ３１の下に置かれた被写体３３に対する静止画の撮影を行う（ステップＢ２０）
。
【００８１】
　なお、前記撮影条件にはシャッタ速度や絞り、ホワイトバランス、フラッシュ発光量な
どが含まれる。これらは、前記測距処理によって得られた距離データと前記測光処理によ
って得られた光量データとに基づいて最適な値に設定される。
【００８２】
　さらに、メニューキー２０の操作により実寸目盛も重ねて記録する指定がなされていれ
ば（ステップＢ２１のＹｅｓ）、制御部４１は、被写体３３の撮影画像に実寸目盛の画像
に合成して取り込む（ステップＢ２２）。
【００８３】
　このようにして、静止画の撮影画像が得られると、制御部４１は、その撮影画像を例え
ばＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）な
どの所定の圧縮方式にて圧縮符号化して装置本体１１内の画像メモリ４８または外部メモ
リ５０に記録すると共に（ステップＢ２３）、その撮影画像を表示部２３に表示する（ス
テップＢ２４）。
【００８４】
　また、顕微鏡撮影モードにおいて、動画像に用いられるタイトルの撮影を行う場合には
（ステップＢ２５のＹｅｓ）、制御部４１は、前記同様に測光処理とＷＢ処理を行った後
（ステップＢ２６）、シャッターキー１５が押下操作されたときに、所定の撮影条件に従
って撮影処理を行い（ステップＢ２７）、そのときに得られた撮影画像を動画撮影時に用
いるタイトル画像として所定のファイル名を付けておくなどして装置本体１１内の画像メ
モリ４８または外部メモリ５０に記録すると共に（ステップＢ２８）、その撮影画像を表
示部２３に表示する（ステップＢ２９）。
【００８５】
　図１０はデジタルカメラ１０のタイトル画像の撮影シーンを示す図である。
【００８６】
　顕微鏡撮影モードにおいて、撮像部１２の撮影レンズ３１の下にタイトル用の文字やイ
ラストを描いた用紙８４を置き、所定の操作によりタイトル撮影モードを設定してシャッ
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ターキー１５を押下操作すると、前記用紙８４の撮影画像が動画撮影時に用いるタイトル
画像として記録される。
【００８７】
　図１１はそのタイトル画像の一例を示す図であり、図１１（ａ）はクリスマス用のタイ
トル画像、同図（ｂ）は七夕用のタイトル画像であり、それぞれに動画撮影時に所定の操
作により読み出すことで、そのときに撮影されたる動画像の先頭に付加して記録すること
ができる。
【００８８】
　また、顕微鏡撮影モードにおいて、動画撮影を行う場合には（ステップＢ３０のＹｅｓ
）、制御部４１は、動画用の測光処理とＷＢ処理を行った後（ステップＢ３１）、動画撮
影キー１９の押下操作に伴い、動画撮影に設定された撮影条件に従って動画像の撮影処理
を行う（ステップＢ３２）。そして、制御部４１は、その動画像撮影処理によって順次得
られる複数フレームの撮影画像を例えばＭＰＥＧ（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘ
ｐｅｒｔ　Ｇｒｏｕｐ）やｍｏｔｉｏｎ－ＪＰＥＧなどの所定の圧縮方式にて圧縮符号化
して装置本体１１内の画像メモリ４８または外部メモリ５０に記録する（ステップＢ３３
）。
【００８９】
　この場合、上述したようにタイトル画像が既に記録済みであれば、動画撮影の際にその
タイトル画像（静止画像）を読み出すことで、タイトル付きの動画像を記録することがで
きる。
【００９０】
　このように、このデジタルカメラ１０では、撮像部１２を特定の位置に回動させて撮影
レンズ３１を下向きにすると顕微鏡撮影モードが設定され、撮影レンズ３１の下に置かれ
た被写体３３を所定の撮影条件に従って撮影することができる。
【００９１】
　この場合、通常のカメラでは、撮影者がそのカメラ本体を持ちながら被写体に近づいて
撮影する必要があり、その際に手ぶれなどが生じ易いが、このデジタルカメラ１０では、
テーブルの上などに置いた状態で撮影レンズ３１の下に被写体３３にセットすることがで
きるので、高倍率のマクロ撮影であっても、手ぶれなどの心配はなく、モニタ画面を見な
がら誰でも安定して撮影することができる。よって、例えば宝飾品のディテールの撮影や
昆虫の局部撮影などを行う場合に便利である。
【００９２】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【００９３】
　前記第１の実施形態では、撮像部１２の寸法や回動機構１３の偏心位置によっては、前
述の顕微鏡撮影モードにおいて、撮影レンズ３１と被写体３３との間の距離をあまり確保
できず、被写体３３の厚さが大きいものを撮影することができない場合がある。第２の実
施形態では、このような不都合をなくすために、撮像部１２を長手方向に移動自在に支持
することで、撮影レンズ１３が下向きのときに撮像部１２を上下方向に位置調整できるよ
うな構成としている。
【００９４】
　図１２は本発明の第２の実施形態におけるデジタルカメラ９０の外観構成の一例を示す
図である。なお、前記第１の実施形態におけるデジタルカメラ１０と機能的に同じ部分に
は同一符号を付し、その詳しい説明は省略するものとする。
【００９５】
　このデジタルカメラ９０は、前記デジタルカメラ１０と同様に装置本体１１と撮像部１
２とからなり、撮像部１２が装置本体１１に回動機構１３を介して装置本体１１の前後に
回動可能な構成を有する。
【００９６】
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　装置本体１１には、シャッターキー１５、動画撮影キー１９、モードキー１８、フラッ
シュキー１８ａ、メニューキー２０、カーソルキー２１、ＤＩＳＰキー２２などを含む各
種操作キーが設けられていると共に、その裏面１１ｂには撮影時に電子ファインダとして
機能する表示部２３が配設されている。一方、撮像部１２は、その先端面に撮影レンズ３
１を有すると共に、内部にＣＣＤなどからなる撮像素子６５などを有する。
【００９７】
　ここで、第２の実施形態において、撮像部１２の回動部分を回動機構１３とその回動機
構１３に取り付けた支持機構９１の二重構造とし、支持機構９１には撮影レンズ３１を図
示のように下向きにした状態で撮像部１２を上下方向に位置調整可能な位置調整機構９２
を設けている。
【００９８】
　支持機構９１は、装置本体１１の一側面の中心から少し偏心した位置に回動機構１３を
介して回転自在に取り付けられていると共に、撮像部１２と略同じ長さを有し、撮像部１
２と共に回動機構１３を介して装置本体１１の前後に３６０度回動可能である。また、こ
の支持機構９１に設けられた位置調整機構９２は、撮像部１２の長手方向に沿って配設さ
れたラックレール９２ａと、支持機構９１の端部に固定され、ラックレール９２ａの切欠
き部に係合して回転するピニオン（歯車）９２ｂとからなり、撮像部１２を支持機構９１
に沿って移動自在に支持している。
【００９９】
　また、図１２の例ではクレードル１００が用いられている。このクレードル１００は、
装置本体１１に設けられた接続端子２７に接続するコネクタ部１０１の他、充電時に用い
られるＤＣ入力コネクタ１０３、外部機器との接続に用いられるＵＳＢコネクタ１０４、
ＬＡＮコネクタ１０５などが設けられている。
【０１００】
　第２の実施形態において、このクレードル１００は装置本体１１内の電池５２に充電を
行うための充電台として用いられる一方で、ここでは回動機構１３によって形成される所
定の間隙を広げる方向に装置本体１１を持ち上げる構造を有し、装置本体１１の載置台と
しての役割を担う。
【０１０１】
　すなわち、図１２に示すように、このデジタルカメラ９０の撮像部１２を特定の位置に
回動させて撮影レンズ３１を下向きにした状態において、撮像部１２が移動可能な最大距
離は、前記第１の実施形態における回動機構１３の偏心による最大距離ｄ１に、位置調整
機構９２による撮像部１２の最大距離ｄ２と、クレードル１００の高さｄ３を加えた値、
つまり、（ｄ１＋ｄ２＋ｄ３）となる。
【０１０２】
　したがって、厚さがｔ１の被写体３３をセットした場合に、（ｄ１＋ｄ２＋ｄ３－ｔ１
）だけの距離を確保でき、また、クレードル１００に装置本体１１を接続しない場合でも
、（ｄ１＋ｄ２－ｔ１）だけの距離を確保できる。
【０１０３】
　装置本体１１には、前記位置調整機構９２による位置調整作を指示するための位置調整
キー９３ａ，９３ｂが設けられている。位置調整キー９３ａは撮像部１２を正方向（下方
向）に移動させるためのキー、位置調整キー９３ｂは撮像部１２を正方向とは反対の方向
（上方向）に移動させるためのキーである。これにより、撮影レンズ３１を下向きにして
撮影する場合に、被写体３３の厚みに応じて位置調整キー９３ａ，９３ｂの操作により撮
像部１２の上下方向（間隙を広げる方向）の位置を調整できる。
【０１０４】
　なお、このような位置調整キー９３ａ，９３ｂを専用に設けなくとも、例えばカーソル
キー２１を位置調整キーに割り当てるようにしても良い。さらに、手動操作で撮像部１２
を移動させるような構成であっても良い。
【０１０５】
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　また、クレードル１００には、通常の充電機能や撮影画像データ等のＰＣやプリンタな
ど外部機器への転送通信機能以外に、マクロ（接写）撮影用に被写体３３を照らす照明ラ
イト１０２を設け、この照明ライト１０２を手動もしくは自動的に点灯できるように構成
しても良い。
【０１０６】
　図１３は第２の実施形態におけるデジタルカメラ９０の回路構成を示すブロック図であ
る。なお、図５に示した回路構成と同じ部分には同一符号を付して、その説明は省略する
ものとする。
【０１０７】
　装置本体１１および撮像部１２の回路構成については、基本的には前記図５と同様であ
る。ただし、操作入力部４２には、撮像部１２の位置調整を指示するための位置調整キー
９３ａ，９３ｂが含まれる。
【０１０８】
　ここでは、撮像部１２が支持機構９１および位置調整機構９２を介して回動可能かつ位
置調整可能に装置本体１１に支持されている点が異なる。支持機構９１には、駆動部９４
が設けられている。この駆動部９４は、位置調整キー９３ａ，９３ｂの操作に従った制御
部４１からの駆動指令により、位置調整機構９２の構成部品であるピニオン９２ｂを正転
あるいは逆転駆動する。このときのピニオン９２ｂの回転運転はラックレール９２ａによ
り直進運動に変換されて撮像部１２に伝達され、撮像部１２は支持機構９１に沿って移動
することになる。
【０１０９】
　また、クレードル１００には、マイクロコンピュータからなる制御部１０６と、この制
御部１０６に接続される充電制御部１０７、照明駆動部１０８、操作部１０９、インジケ
ータ１１０、ＵＳＢ通信インタフェース１１１、ＵＳＢ通信インタフェース１１２などが
備えられている。
【０１１０】
　充電制御部１０７は、ＤＣ入力コネクタ１０３から入力される電源電圧を受けて、装置
本体１１に対して充電用の電圧を供給制御する。照明駆動部１０８は、照明ライト１０２
を指定された光量で点灯駆動する。操作部１０９はクレードル１００の各種操作指示を行
うための操作キーなどからなり、インジケータ１１０は各種作業状態を示すランプなどか
らなる。また、ＵＳＢ通信インタフェース１１１はＵＳＢコネクタ１０４を介して接続さ
れる外部機器との通信処理、ＵＳＢ通信インタフェース１１２はＬＡＮコネクタ１０５を
介して接続される外部機器との通信処理を行う。
【０１１１】
　このような構成のデジタルカメラ９０にあっては、前記第１の実施形態と同様に、撮像
部１２を回動させたときの角度が回動角度検出部５４により検出され、その検出信号が制
御部４１に入力される。制御部４１では、この撮像部１２の回動させたときの角度に基づ
いて撮像部１２の姿勢位置を判断し、撮影レンズ３１が下向きにある位置にあれば、顕微
鏡撮影モードを設定する。
【０１１２】
　ここで、位置調整キー９３ａ，９３ｂを押下操作すると、位置調整機構９２が駆動され
、撮像部１２は撮影レンズ３１の下に置かれた被写体３３に対して上下方向に移動するこ
とになる。
【０１１３】
　この場合、クレードル１００を用いてデジタルカメラ９０の装置本体１１をクレードル
１００に接続すれば、そのクレードル１００の設置面から最大で（ｄ１＋ｄ２＋ｄ３）の
高さまで撮像部１２を上げることができる。したがって、厚みのある被写体３３であって
も、その厚さに応じて撮像部１２の上下方向（間隙を広げる方向）の位置を調整しながら
、顕微鏡撮影モードによるマクロ撮影が可能である。
【０１１４】
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　なお、このときに被写体３３までの距離に応じて焦点を調整したり、フラッシュ発光量
などを含む撮影条件を自動設定したり、さらに、表示部２３に実寸目盛を表示するなど、
前記第１の実施形態と同様の撮影処理が実行される。
【０１１５】
　また、クレードル１００に設けられた照明ライト１０２により被写体３３を照らしてお
けば、被写体３３のスルー画像が表示部２３の画面上で明るく写し出されるので、ライト
付き顕微鏡のレンズを覗いているような感覚で被写体３３の撮影画像を確認できるなどの
利点がある。
【０１１６】
　なお、前記第１の実施形態におけるデジタルカメラ１０にクレードル１００を接続して
、装置本体１１の設置面から高さを確保することも可能である。
【０１１７】
　また、本発明の撮像装置としては、デジタルカメラに限らず、例えば回動式カメラを備
えた携帯電話器やＰＤＡ（Personal Digital Assistants）などの電子機器であっても良
い。
【０１１８】
　要するに、本発明は前記各実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階では
その要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、前記各実施形態に
開示されている複数の構成要素の適宜な組み合わせにより、種々の発明を形成できる。例
えば、実施形態に示される全構成要素から幾つかの構成要素を削除してもよい。さらに、
異なる実施形態にわたる構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【０１１９】
　また、上述した各実施形態において記載した手法は、コンピュータに実行させることの
できるプログラムとして、例えば磁気ディスク（フレキシブルディスク、ハードディスク
等）、光ディスク（ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ等）、半導体メモリなどの記録媒体に書き込ん
で各種装置に適用したり、そのプログラム自体をネットワーク等の伝送媒体により伝送し
て各種装置に適用することも可能である。本装置を実現するコンピュータは、記録媒体に
記録されたプログラムあるいは伝送媒体を介して提供されたプログラムを読み込み、この
プログラムによって動作が制御されることにより、上述した処理を実行する。
【０１２０】
　また、前述したＣＤ－ＲＯＭやＤＶＤ－ＲＯＭ等の記録媒体の他にも、例えば、Ｂｌｕ
－ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（Ｒ）やＡＯＤ(Advanced Optical Disc)などの青色レーザを用いた
次世代光ディスク、赤色レーザを用いるＨＤ－ＤＶＤ９、青紫色レーザを用いるＢｌｕｅ
　Ｌａｓｅｒ　ＤＶＤなど、今後開発される種々の大容量記録媒体を用いて本発明を実施
することが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０１２１】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る撮像装置として回動式のデジタルカメラを例にし
た外観構成の一例を示す図であり、図１（ａ）は装置本体の上面図、同図（ｂ）は装置本
体の裏面図、同図（ｃ）は装置本体の正面図、同図（ｄ）は装置本体の底面図、同図（ｅ
）は撮像部のレンズを下向きにした場合の装置本体の裏面図を示す図。
【図２】同実施形態におけるデジタルカメラの通常撮影モード時の撮像部の姿勢位置を示
す図。
【図３】同実施形態におけるデジタルカメラの自分撮り撮影モード時の撮像部の姿勢位置
を示す図。
【図４】同実施形態におけるデジタルカメラの顕微鏡撮影モード時の撮像部の姿勢位置を
示す図。
【図５】同実施形態におけるデジタルカメラの回路構成を示すブロック図。
【図６】同実施形態におけるデジタルカメラの電源投入時の処理動作を示すフローチャー
ト。
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【図７】同実施形態におけるデジタルカメラの顕微鏡撮影モード時の処理動作を示すフロ
ーチャート。
【図８】同実施形態におけるデジタルカメラの顕微鏡撮影モードでの撮影シーンを示す図
。
【図９】同実施形態におけるデジタルカメラの顕微鏡撮影モードでの実寸目盛の表示例を
示す図。
【図１０】同実施形態におけるデジタルカメラのタイトル画像の撮影シーンを示す図。
【図１１】同実施形態におけるデジタルカメラのタイトル画像の一例を示す図。
【図１２】本発明の本発明の第２の実施形態におけるデジタルカメラの外観構成の一例を
示す図。
【図１３】同実施形態におけるデジタルカメラの回路構成をクレードルの回路構成と共に
示すブロック図。
【符号の説明】
【０１２２】
　１０…デジタルカメラ、１１…装置本体、１２…撮像部、１３…回動機構、１４…電源
キー、１５…シャッターキー、１６…ズーム操作レバー、１７…スピーカ、１８…モード
キー、１８ａ…フラッシュキー、１９…動画撮影キー、２０…メニューキー、２１…カー
ソルキー、２２…ＤＩＳＰキー、２３…表示部、２４…マイクロフォン、２５…グリップ
、２６…電池収納部、２７…接続端子、２８…三脚穴、３１…撮影レンズ、３２…フラッ
シュ、３３…被写体、４１…制御部、４２…操作入力部、４３…入力インタフェース、４
４…表示メモリ、４５…表示駆動部、４６…画像信号処理部、４７…圧縮符号化／復号部
、４８…画像目盛、４９…外部メモリインタフェース、５０…外部メモリ、５１…電源制
御部、５２…電池、５３…外部Ｉ／Ｏインタフェース、５４…回動角度検出部、６１ａ…
フォーカスレンズ、６１ｂ，６１ｃ…ズームレンズ、６２…絞り機構、６３…ハーフミラ
ー、６４…シャッタ、６５…撮像素子、６６ａ，６６ｂ…レンズ駆動部、６７…測光・測
距センサ、６８…ＣＤＳ／ＡＧＣ回路、６９…Ａ／Ｄ回路、７０…タイミング制御＆ドラ
イバ、７１…フラッシュ駆動部、８１ａ，８１ｂ…実寸目盛、８２…角度用のスケール、
８３ａ，８３ｂ…中心用のスケール、８４…タイトル用の用紙、９０…デジタルカメラ、
９１…支持機構、９２…位置調整機構、９３ａ，９３ｂ…位置調整キー、９４…駆動部、
１００…クレードル、１０１…コネクタ部、１０２…照明ライト、１０３…ＤＣ入力コネ
クタ、１０４…ＵＳＢコネクタ、１０５…ＬＡＮコネクタ、１０６…制御部、１０７…充
電制御部、１０８…照明駆動部、１０９…操作部、１１０…インジケータ、１１１…ＵＳ
Ｂ通信インタフェース、１１２…ＵＳＢ通信インタフェース。
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